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【研究目的】本研究の目的は、臨床上想定されるより大きな表面積を持った Mg 合金を埋植し、埋植後 25 時
間以内の合金から溶出する Mg2+の動態を観察し、生体安全性を明らかにすることである。	
【方法】分解率の異なる二種類の Mg 亜鉛合金を用いて実験を行なった。まず擬似体液浸漬試験を行い、浸漬
後初期に Mg 合金から溶出される Mg2+量、単位時間あたりの溶出率について調べた。その結果をもとに臨床
で想定されるよりも大きなプレート（30	mm×10	mm×1	mm）を作成しラット背部皮下へ埋植した。1 時間、
5 時間、10 時間、25 時間後（各 5 匹、計 40 匹）に屠殺し、血液、尿を含む各臓器の誘導結合プラズマ質量分
析計による微量金属測定、主要代謝臓器の血液生化学検査、病理組織学的分析にてコントロール群および二種
類の Mg 合金の差を比較検討した。	
【結果】擬似体液浸漬試験の結果、体液浸漬後 30 分が最も Mg2+の溶出率が高いことがわかった。また分解速

















果は Mg 合金を医療材料として安全かつ有効に使用する際の基礎的なデータであり、Mg 合金が理想的な骨接
合材となる可能性を示している。 
	  
